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『
未
年
と
大
野
』

宝
暦
十
三
年
面
谷
銅
山
再
興

文
化
八
年
入
墨
禁
止

　
　
　
　
　
　

名
君
土
井
利
忠
生
る

弘
化
四
年
大
地
震

安
墜
八
年
日
章
旗
初
め
て
大
野
丸

　
　
　
　
　
　

旗
印
と
な
る

大
野
生
糸
初
め
て
外
人

に
売
る

大
野
丸
初
め
て
樺
太
に

航
す
大
野
丸
函
舘
附
近
に
て

米
汽
船
を
救
助
す

明
か
四
年
大
野
県
を
廃
し
福
井
県

　
　
　
　
　
　

を
置
く
福
井
県
を
足

　
　
　
　
　
　

羽
県
と
改
む

年
頭
の
辞

大野市長

斎藤重雄

昭
和
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
年

頭
の
御
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
E
″
方
々
め
ぐ
口
来
る
正
月
は
何
時
の

年
で
も
輝
か
し
い
希
望
が
持
た
れ
の
ど

か
な
歓
び
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
は
我
L
″
大
野
市
民
に
と
っ
て

は
と
り
わ
け
祝
福
を
感
ず
る
と
共
に
一

陽
来
春
心
機
一
転
の
気
慨
の
満
ち
た
新

年
か
迎
え
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

モ
れ
は
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
大
野
市

が
誕
生
し
今
後
地
方
自
治
制
度
の
変
革

が
な
い
限
り
幾
’
1
1
千
年
続
く
で
あ
ろ
つ

大
野
市
の
出
生
第
一
年
の
正
月
を
迎
え

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
市
の
発
足
は
年
度
の
半
ば
で
あ

ひ
従
っ
て
一
般
市
政
は
旧
町
村
の
計
画

m
襲
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま

し
て
大
野
市
建
設
五
ヶ
年
計
画
の
着
手

は
実
に
今
年
を
モ
の
第
一
年
と
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。

生
々
発
展
を
約
束
さ
れ
た
大
野
市
、
豊

か
で
健
康
な
明
る
い
大
野
市
そ
れ
は
市

民
の
誰
し
も
が
夢
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い

憧
れ
の
郷
土
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
郷

土
建
設
の
五
大
基
木
構
想
に
基
き
一
応

予
定
さ
れ
た
建
設
五
ヶ
年
計
画
を
愈
々

且
つ
具
体
化
し
実
現
化
し
て
ゆ
く
最
初

の
年
で
あ
る
こ
と
を
墨
つ
時
、
私
は

一
段
の
緊
張
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
中
央
、
地
方
の
選
挙
が
矢
継
早

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

先
づ
屠
蘇
の
気
分
が
未
だ
醒
め
や
ら
ぬ

内
に
我
々
に
最
も
身
近
な
大
野
吏
二

議
員
の
選
挙
を
実
施
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
四
万
五
千
の
市
民
の
信
任
と

要
望
を
担
っ
た
三
十
名
の
新
ら
し
い
議

員
諸
君
と
建
設
第
一
年
の
初
頭
に
於
て

市
啓
茜
百
出
来
る
光
栄
を
i
S
j
i
i
ぷ
と
共

に
輝
く
前
途
の
光
明
に
限
り
な
い
力
強

さ
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
九
五
五
年
は
明
け
ま
し
た

思
え
ば
誠
に
お
目
出
度
い
年
で
あ
り
ま

す
。
然
し
そ
れ
は
手
放
し
の
「
お
目
出

度
さ
」
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
一
人
一
人
が
自
分
の
置
か
れ
て
い

る
地
位
ど
職
分
を
確
認
し
。
お
互
の
意

見
と
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
大
野
市
建
設

の
一
点
に
集
中
し
た
努
力
と
誠
意
の
裏

付
の
あ
る
「
お
目
出
度
」
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ぬ
。
私
は
市
民
各
位
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
附
託
に
応
え
る
べ
く
老
躯
に

鞭
『
振
限
り
の
精
進
を
続
け
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
相
不
変
御
支
援
と
御
鞭
捷
を
賜

り
ま
す
様
切
に
御
願
い
し
ま
し
て
年
頭

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

年
頭
の
斯
感

大
野
警
察
署
長
上
村
修
太
郎

　

こ
X
に
希
望
多
き
昭
和
三
十
年
の
新

春
を
迎
え
ま
す
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
X
も
に
心
か
ら
お
祝
い
申
上
げ
ま
す

　

文
字
通
り
内
外
と
も
に
多
端
で
あ
っ

た
昨
年
七
月
従
来
二
本
建
で
あ
り
ま
し

m
u
制
度
に
終
止
符
が
う
た
れ
て
、

蔡
り
し
い
県
警
祭
が
発
足
す
る
に
際
し

ま
し
て
不
図
も
当
大
野
警
察
署
長
を
命

ぜ
ら
れ
着
任
致
し
ま
し
て
以
来
、
制
度

切
替
え
に
伴
う
各
種
の
事
務
に
忙
殺
さ

れ
て
全
く
多
忙
な
半
歳
を
経
過
し
て
不

本
意
な
が
ら
つ
い
に
市
民
の
皆
様
に
御

挨
拶
を
申
上
げ
る
機
会
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

警
祭
の
組
織
が
時
代
の
要
求
に
基
い

て
改
正
せ
ら
れ
、
真
に
県
民
の
た
め

の
警
察
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
改
正
警
祭
法
が
理
念
と
す
る
2
K

主
訟
祭
を
確
痛
す
る
た
め
当
大
野
警
察

署
と
致
し
ま
し
て
は
発
足
以
来
【
重
点

主
義
】
と
【
能
率
主
義
】
を
原
則
と
致

し
ま
し
て
、
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
事

務
の
運
営
を
期
す
べ
く
日
夜
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
に

も
警
m
が
モ
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
は

限
ら
れ
た
瞥
察
職
員
の
力
の
み
を
も
っ

て
し
て
は
到
底
所
期
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て

特
に
発
展
途
上
に
あ
る
当
大
野
市
に
お

き
ま
し
て
は
最
近
交
通
事
故
を
初
め
各

種
の
事
故
が
急
激
に
増
加
し
て
参
り
ま

し
て
、
警
察
の
任
務
が
愈
＜
u
大
に
な

っ
て
き
た
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
お
い
て
我
L
″
は
、
と
に
か
く

理
屈
抜
き
に
し
て
泥
棒
を
つ
か
ま
え
る

こ
と
、
少
年
の
補
導
か
行
う
こ
と
、
犯

罪
の
予
防
を
行
う
こ
と
、
暴
力
団
や
不

良
徒
輩
の
徹
底
的
な
取
締
り
を
行
う
こ

と
、
変
通
の
取
締
り
を
徹
底
し
て
事
故

の
防
止
を
図
る
こ
と
、
押
売
り
や
覚
せ

い
剤
を
取
締
る
こ
と
は
ど
に
積
極
的
な

対
策
を
講
じ
、
か
つ
恒
久
的
な
活
動
を

行
う
た
め
内
部
的
に
は
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
態
勢
を
碩
寸
一
す
る

と
N
も
に
署
員
の
教
養
を
高
め
て
皆
さ

ん
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
警
≫
確
立
し

た
い
と
念
願
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

　

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
瞥
察
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を

御
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
よ
り
明
る
い

平
和
な
大
野
市
の
建
設
の
た
め
に
絶
大

な
る
御
協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
年
頭

に
あ
た
り
皆
様
方
の
御
多
幸
を
祈
り
つ

つ
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
ひ
ま
す
。



　　　　　　

，1

黒
谷観
音
堂
の
巻

北
に
肖
屋
観
音
南
に
黒
谷
観
音
東
に
平

泉
寺
観
音
西
に
比
島
観
音
こ
れ
を
古

え
は
大
野
郡
四
至
観
音
と
と
な
え
て
い

ま
し
た
。
星
迪
り
時
過
ぐ
る
と
共
に
東

西
の
観
音
は
音
も
消
え
て
忘
れ
た
る
如

く
で
あ
臼
ま
す
が
、
南
北
の
一
観
音
は

今
も
昔
に
か
わ
ら
ず
信
仰
の
霊
場
と
し

て
春
秋
壁
署
が
絶
え
ま
せ
ん
。
黒
谷

観
音
は
飯
降
山
の
東
膝
下
黒
谷
村
に
あ

り
、
昔
は
三
月
十
八
日
が
例
祭
日
で
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
一
月
三
十
一
日
と

八
月
九
日
十
日
が
祭
日
で
あ
り
ま
す
。

叉
昔
は
桃
花
の
6
所
と
し
て
遊
覧
客
や

詩
人
が
躇
を
つ
ら
ね
た
も
の
で
あ
ひ
ま

す
。

　

桃
李
枝
を
ま
じ
え
、
紅
白
を
ま
じ
ゆ

　
　

騒
人
吟
詠
し
。
雌
雄
を
き
そ
う

　

遊
び
行
き
忽
ち
到
る
、
黒
渓
の

　

景

　

先
づ
観
音
を
拝
し
、
傍
宮
に
息

　

う
（
早
川
武
英
）

　

午
の
日
晴
に
乗
じ
、
黒
谷
に
詣

　

ず

　

桃
花
道
を
さ
え
ぎ
り
、
路
や
や

　

迷
う

　

霊
場
だ
y
聞
く
、
松
風
の
韻

　

白
雲
御
裡
に
、
向
っ
て
登
る
に

　

似
た
り
（
横
田
は
ぐ
さ
）

　

念
仏
の
声
も
殊
勝
に
聞
ゆ
な
り

　

遠
き
都
も
こ
こ
も
黒
谷

　
　
　
　
　
　

（
岡
田
輔
幹
）

代
々
の
領
主
は
祈
願
場
λ
し
て
正

月
に
は
必
ず
領
主
自
ら
1
詣
せ
ら

れ
、
領
主
不
在
の
時
は
代
1
を
仕

わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
堂
内
に
は
代
々
領
主
の

詩
歌
絵
馬
等
の
奉
納
物
が
沢
山
掲

げ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

当
山
の
草
創
は
藤
原
時
代
の
初
期
と
思

い
ま
す
。
「
寺
社
創
記
」
に
は
平
城
天

4
1
大
同
二
年
（
千
百
四
十
九
年
前
）
蔵

原
祐
信
と
小
野
行
成
の
草
創
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
尊
は
京
都
清
水
寺
の
観
音

と
同
木
で
慈
覚
大
師
の
彫
刻
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
初
は
真
班
男
あ
り
ま

し
た
が
寛
永
年
代
（
約
三
百
年
前
）
よ

り
は
大
野
大
宝
寺
の
管
下
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
大
野
善
導
寺
の
支
配
と
な

っ
て
い
ま
す
。

天
和
三
年
（
二
百
六
十
五
年
前
）
大
野

城
主
土
井
利
治
の
祈
願
に
よ
り
本
堂
成

就
し
、
元
禄
二
年
越
前
三
十
三
番
札
所

の
十
三
番
と
な
り
巡
礼
の
1
拝
さ
か
ん

で
あ
り
ま
し
た
。
慶
応
三
年
（
九
十
三

年
前
）
本
堂
後
の
丘
に
西
国
八
十
八
ヶ

所
の
石
碑
を
建
て
ら
れ
登
臨
参
拝
の
人

を
加
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
一
つ
忘
れ
て
な
ら
ん
こ
と
は
明

治
の
末
年
に
当
山
境
内
よ
り
経
塚
を
堀

ひ
出
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
塚

中
か
ら
経
筒
と
十
一
面
の
古
鏡
が
出
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
し
か
年
号
は
平

治
二
年
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
完
全
無
限
の
も
の
も
六
、
七
面
あ

り
ま
し
た
。
背
面
の
模
様
か
見
ま
す
と

花
鳥
風
月
等
で
、
た
し
か
に
藤
原
時
代

末
期
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
東
京

博
物
舘
に
納
め
て
あ
り
ま
す
。
国
宝
の

級
も
の
で
な
か
ろ
う
か
と

な
お
こ
の
近
傍
に
は
、
こ
う
し
た
遺
物

が
ま
だ
埋
ま
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
一
つ
付
加
え
た
い
こ
八
は
黒
谷
観
音

と
い
う
の
は
俗
称
で
、
正
し
く
い
う
な

ら
ぱ
国
生
山
仏
性
寺
と
い
う
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
国
生
山
と
い
う
の
に
は
深

い
意
昧
が
あ
り
ま
す
が
略
し
て
置
き
ま

す
。
一
口
に
い
え
ば
大
野
郡
の
出
来
た

理
由
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（黒谷器音C山門）

（黒谷観音）

市
民
税
四
期
の
納
期
は

二
十
日
限
り
で
す

昭
和
二
十
九
年
度
陸
上
自
衛
官

　
　
　

第
二
次
隊
員
採
用
予
定
者

南
部
恭
司

山
内
重
徳

岩
田
光
雄

根
笹
太
吉

小
野
忠
順

原
信
一

氏
名
入
隊
年
月
日

駐
屯
地
部
隊

大
野
市
西
四
番
下

大
野
市
春
日

大
野
市
五
条
方

大
野
市
橋
瓜

大
野
市
小
黒
見
・

大
野
市
三
番
上
一

住
所
一

第
一
沃
明
言
、
一
一
、
一
己
九
時
一

金
沢

新
発
田

新
発
田

金
沢
金
沢
金
沢
金
沢
摘
要

昭
否
、
一
一
、
一
（
〕
£
時

新
発
田

旧
大
野
町
忠
魂
碑

　
　

積
石
の
件
解
決

去
る
十
一
月
二
十
七
日
の
臨
時
市
議
会

に
問
題
と
な
っ
た
旧
大
野
町
忠
魂
碑
積

石
の
件
は
同
議
会
に
於
て
旧
名
‥
町
村
よ

り
一
名
宛
の
委
員
か
選
出
し
其
の
委
員

会
で
之
を
解
決
す
る
こ
と
に
決
し
た
の

で
、
十
二
月
七
日
委
員
会
を
開
き
関
係

者
と
懇
談
の
結
果
、
民
生
謝
側
の
声
明

に
よ
り
新
谷
氏
の
了
解
を
得
円
満
裡
に

解
決
致
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

今
春
新
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を
持

　

た
れ
る
御
家
庭
の
皆
さ
ま
え

今
春
市
内
の
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お

子
さ
ま
は

　

一
、
大
野
市
内
に
居
住
し

二
、
昭
和
一
千
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　

和
二
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に

　

出
生
さ
れ
た
お
子
さ
ま
で
あ
け
ま
す

右
に
該
当
す
る
お
子
さ
ま
の
御
家
庭
に

は
一
月
末
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
が
、
万
一
通
知
が
お
手
許
に
国
か
な

か
っ
た
場
合
に
は
直
一
ち
に
市
教
育
委
員

会
叉
は
市
役
所
の
各
支
所
に
お
申
出
で

下
さ
い
。
尚
お
子
さ
ま
が
病
弱
或
は

発
育
不
完
全
モ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

由
の
た
め
就
学
困
難
の
場
合
に
は
医
師

の
証
明
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
に
足

る
書
類
を
添
え
て
就
学
猶
予
又
は
免
除

願
を
市
教
育
委
員
会
に
お
出
し
下
さ
い

銀
嶺
は
招
く

よ
う
や
く
本
格
的
な
冬
が
訪
ず
れ
二
十

七
日
よ
り
降
り
続
い
た
雪
は
六
呂
師
ケ

原
ス
キ
ー
場
で
四
十
セ
ン
チ
荒
馬
ス
キ

ー
場
で
三
十
セ
ン
チ
の
雪
積
を
見
、
ス

キ
ー
ヤ
の
待
ち
こ
が
れ
た
シ
イ
ズ
ン

が
来
た
。

銀
鱗
を
蹴
っ
て
滑
る
ス
リ
ル
こ
モ
ス
キ

ー
ヤ
で
な
く
て
は
知
る
こ
と
が
出
来
な

い
だ
ろ
う
。

大
野
交
通
で
は
朝
七
時
十
分
、
十
一
時

十
分
午
后
四
時
十
分
の
六
呂
師
行
か
運

行
し
て
い
る
。

荒
島
ス
キ
ー
場
は
国
鉄
バ
ス
が
た
の
通

り
運
転
し
て
い
ま
す
。

十
六
時
三
五
分

十
六
時
○
五
分

十
五
分
○
五
分

十
三
時
○
五
分

　
一
1
｀
｀
｀
ｓ
一
ノ
十
一
蒔
○
五
分

九
降
三
石
分

八
時
○
五
分

六
時
五
○
分

大
野
発

一
九
時
一
一
分

一
七
時
三
四
分

ニ
ハ
時
四
三
句

一
三
時
五
八
分

一
二
時
二
八
分

一
〇
埓
五
八
分

八
9
二
二
分

七
時
二
四
分

中
即
発



ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
リ
も
の

市
羅
露
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
恵
ま
れ

な
い
方
々
に
何
か
良
い
も
の
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
な
け
れ
ば
と
色
々
協
継
し
社
会

福
祉
施
設
の
児
童
生
徒
に
大
学
ノ
ー
ト

鉛
筆
、
未
就
学
児
京
に
飴
、
皆
ん
な
で

楽
し
ぐ
戴
だ
け
る
牛
肉
を
二
十
五
日
池

田
助
役
が
日
の
出
善
隣
舘
の
良
い
子
ら

三
〇
名
に
贈
亙
学
寮
え
向
つ
た
。

親
達
は
働
き
に
出
て
不
在
で
あ
る
が
子

供
達
は
少
し
の
淋
し
さ
も
見
せ
ず
、
オ

ヂ
チ
ヤ
ン
今
日
は
と
出
迎
え
＜
J
ら
ご
ら

ｙ
池
田
助
役
に
槌
り
つ
く
い
じ
ら
し
さ

保
母
に
よ
く
養
育
さ
れ
た
良
い
子
ら
は

火
の
気
の
少
な
い
寒
い
部
屋
で
元
気
で

あ
る
。

オ
ジ
サ
ン
有
難
う
有
難
う
の
連
発
に
送

ら
れ
、
県
下
で
設
備
の
完
備
し
て
い
る

の
で
名
の
あ
る
和
光
園
え
百
名
近
く
の

気
の
毒
な
方
E
″
を
慰
問
、
病
室
で
動
け

な
い
十
名
余
り
の
方
に
も
御
慰
さ
め
の

言
葉
を
述
べ
る
と
ペ
ッ
ト
に
起
な
を
つ

た
患
者
の
暗
い
面
々
に
も
一
瞬
ほ
こ
ろ

び
が
見
ら
れ
た
。

市の歳末慰問風景（善隣舘）

市の歳末慰問風景（養老院）

昭
和
元
筧
月
一
晋
現
在
調
基
本
選
挙
人
名
簿
登
載
数
元
、
う
I
・
確
定

投票区別 男 女1計 備考

第1投票区 1，301 1，576 2．877 大野

衛2投票区 700 902 1，602 仝

第3投票区
1．277 1，584 2．861 仝

館4投票区 1．074 1，292 2，366 仝

第5投票区 523 541 1．064 小山

第6投票区 415 468 883 屁側

第7投票区 1，076 1．230 2306 下庄

第8投票区 283 328 611 仝

渠9投票区 324 357 681 仝

洽10投票区 822 929 1，751上庄

第11投票区 99 117 216 仝

第12投票区 52 53 105 仝

笏13投票区 287 320 607 仝

第14投票区 245 272 517 仝

第15投票区 257 269 526 仝

第16投票区 121 11］ 232 五箇

第17投票区
66 88 154 仝

略18投票区 14！ 132 273 仝

笏19投票区 15 19 34 仝

賠20投票区 510 531 L041 阪谷

哨21投票区 316 351 667 仝

慾22投票区 167 172 339 仝

肪23投票区 792 888 1，680富田

恥24投票区 313 328 64J 仝

洽25投票区 173 169 342 仝

計 11，349 13，027 24．376

昭和29年度葉煙草収納成績
組合別 人員 反別 量目K 代金 K代 反当り

大野 23 5542 7，669．0
11．981，315．CC

i258．0C 135，75J．OC

下庄 109 L828．3 29，092．019，394，735．00 1323．0C 151，385．0C

小山 84 1，622．3 1．998．0 5，556，835．001281．00 j34，253．0C

乾側 43 747．3 9，630．0 2，662，265．001270．00 34，824．0C

上庄 211 4，482．465，672．0 20，749，485．00316．00 46，291．0C

阪谷 205 3，194．748，816．0 14404，270．00 295．00 45，688．0C

富田 403 7．742．7］26，525．0 39，496，640．00312．00 51，011．0C

（羽生村） 48 591．9 8，386．5 2，442，435．00291－00 41，264．0C

富田収

納所管内
1，1

26

20，763．8315，598．5 96，628，080．00306．00 46，537．0C

北部管内
74，437，800．00310．00 49，351．00

専売公社浴山出張

所管内

178，318，790．00306．00 46，953．00

大
野
市
定
例

　

市
議
会
開
催

　

（
二
九
こ
二
・
二
二
）

議
案
第
五
十
三
号
大
野
市
社
会
教
育

　

委
員
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

　

い
て

議
案
第
五
十
四
号
大
野
市
学
校
職
員

　

の
分
限
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

　

て
議
案
第
五
十
五
号
大
野
市
学
校
職
員

　

の
懲
戒
の
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す

　

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
六
号
大
野
市
清
掃
条
例

　

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
七
号
大
野
市
特
別
職
の

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改

　

正
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
八
号
大
野
市
国
民
健
康

　

保
険
五
箇
地
区
条
例
一
部
改
正
に
つ

　

い
て

議
案
第
五
十
九
号
大
野
市
市
道
編
入

　

及
び
路
線
変
更
認
定
に
つ
い
て

議
案
摂
八
十
号
林
道
の
併
用
に
つ
い

　

て
議
案
愚
八
十
一
号
財
面
処
分
に
つ
い

　

て
議
案
笙
（
十
二
号
起
債
及
び
償
還
方

　

法
に
つ
い
て

報
告
第
三
号
昭
和
二
十
九
年
度
四
、

　

五
、
六
月
（
旧
町
村
）
一
般
会
計
及

　

特
別
会
計
決
算
の
認
定
の
報
告



明
け
ま
し
て
御
芽
出
と
う

　
　
　
　
　
　

御
座
い
ま
ナ

今
年
は
私
の
年
？
羊
で
す
。
大
野
市
の

皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
大
野
市
が
輝
か
し
く
生
れ
て
二
年
目
の

今
年
私
の
あ
た
り
年
と
言
う
の
も
真
に

感
慨
無
量
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
が
大

L
″
的
に
日
本
で
御
世
話
に
な
っ
だ
の
は

礪
か
大
正
の
初
年
頃
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。
当
地
大
野
市
で
広
く
知
ら
れ
皆
様

に
か
わ
い
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
の

は
終
戦
後
間
も
無
い
頃
で
し
た
。

ぽ
か
ぽ
か
と
暖
い
陽
春
の
あ
る
曰
の
こ

と
？
こ
の
高
原
で
軟
い
上
若
草
を
喰
っ
て

い
る
と
ハ
イ
キ
ン
グ
の
女
の
牟
徒
達
が

「
あ
れ
何
な
の
」
豚
さ
ん
だ
よ
、
い
や

豚
さ
ん
に
し
ち
や
少
し
鼻
が
へ
ん
よ
？

あ
ひ
や
山
羊
よ
と
私
を
横
に
眺
め
な
が

ら
過
ぎ
去
っ
た
。

私
は
す
・
＜
／
頭
を
上
げ
「
メ
ヱ
ー
」
と
一

声
「
私
は
羊
よ
」
と
う
っ
た
え
た
が
、

女
の
生
徒
達
に
は
わ
か
る
筈
も
あ
り
ま

せ
ん
。
人
間
と
こ
れ
程
深
い
関
係
が
あ

っ
て
も
こ
ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の

に
は
聊
か
残
念
で
あ
り
ま
す
。
私
の
体

の
全
部
が
人
間
様
に
役
W
つ
て
い
ま
す

毛
は
洋
服
に
毛
糸
に
小
腸
は
ラ
ヶ
ツ
ト

其
の
他
に
皮
は
手
袋
や
ノ
ー
ト
に
羊

肉
は
世
界
的
に
有
名
な
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

料
理
の
材
料
と
な
り
骨
や
爪
は
箸
や
揚

子
に
加
工
利
用
さ
れ
ま
す
。
私
こ
そ
文

字
通
り
粉
骨
砕
身
人
同
様
に
尽
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
程
平
和
な
グ
ル
ー
プ
は
あ
臼
ま

せ
ん
。
何
百
頭
連
れ
だ
っ
て
も
一
頭
の

先
導
に
従
っ
て
少
し
も
乱
れ
ず
仲
よ
く

草
原
へ
く
と
向
い
ま
す
。

そ
臼
や
聡
4
も
に
だ
っ
て
ぃ
ろ
い
ろ
気

ま
ゝ
な
気
持
も
起
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

は
皆
が
目
的
の
草
原
に
着
く
こ
と
は
出

来
な
く
な
り
ま
す
の
で
皆
我
慢
し
合
う

の
で
す
。
新
し
い
大
野
市
の
発
展
の
根

本
も
私
ど
も
の
こ
の
お
互
に
我
慢
し
合

う
団
結
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
良
い
品

物
を
安
く
売
る
商
店
街
の
発
展
も
越
美

北
線
の
完
成
も
大
工
場
の
誘
致
か
ら
農

業
文
化
の
導
入
、
山
林
の
開
発
ま
で
団

結
こ
ぞ
肝
要
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
大
Ｒ

失
礼
な
こ
と
を
申
し
ま
し
た
が
私
の
あ

た
り
年
昭
和
三
十
年
こ
そ
大
野
市
の
躍

進
発
展
を
尽
つ
余
り
失
礼
を
も
顧
ず
申

げ
上
ま
し
た
。
大
野
市
の
四
万
五
千
の

皆
さ
ん
の
御
清
福
を
心
か
ら
御
祈
り
申

上
げ
ま
す
。
メ
ヱ
ー

（写真は羊毛加工製品服地と毛糸）

成
人
の
日
各
公
民
舘
行
事
計
画

6
記
念
撮
影

5
記
念
品
贈
　
呈

4
座
談
会
レ
　

ク
レ
イ
シ

3
凰
食

2
講
演

三
、
行
事
　

1
成
人
式

二
、
健
康
診
断

一
、
該
当
者

な
し
な
し
有
り
有
り
有
り

講
演
有
り

祝
辞
腫
辞

十
一
一
月
下
旬
実
施

成
人
式
当

日
証
明
書
一

を
Ｔ
附

大
野

二
五
二
名

有
り
有
り
な
し
有
り
同
上
有
り言

な
し

一

下
庄

一
六
〇
名

有
り

バ
ッ
チ

三
つ
の
歌

バ
．
ィ
バ
ィ
！

k
―
＞
＜

同
上
有
り
同
上 し　
一

上
庄

二
〇
〇
名

有
り
な
し
な
し
有
り
同
じ
有
り
同
上

な
し

一

富
田

一
一
三
名

な
し
な
し
有
り
有
り
同
上
な
し
同
上

な
し

阪
谷

一
二
〇
名

な
し
な
し
有
り
有
り
同
上
な
し
同
上

祉
　

一

乾
側
三
〇
名

な
し

県
民
手

帖
、
印

有
り

茶
菓
子

気随
辞

J
大
気

鴛
）
一

五
箇
一
八
名

十
二
月
逐
一

営
審
議
委
員
会
を
開

い
て
決
定 ｛

小
山
三
五
名

一
、
三
十
年
度
よ
り
健
康
　
　

診
断
実
聚
該
当
者
全
　
　

員
に

二
、
記
念
品

二
、
記
疆
砂

迄

四
、
昼
食
費
用
限
度
七
〇
　
　

円

五
、
其
の
他
の
事
故
は
各
　
　

公
民
館
に
て
決
定
す
　
　

る

該
当
者
合
計
九
二
八
名

既
一
し
た
事
項
（
決
定
）

昭
和
二
十
九
年
度
林
道
施
行
決
定
額

県
単
小
池

が
桜
久
保

市
単
領
家

が
柿
ヶ
島

″
木
落

″
下
丁

か
下
庄

県
単
下
若
生
子

地
区
名

奥
地
開
発
林
道
　
　
小
池
瞳

亥
向
谷
腺

領
家
腺

白
山
腺

荒
島
線

清
水
上
谷
9

下
鹿
諭

民
有
林
開
発

昧
道
モ
ツ
カ
腸
線

工
腫

一
、
聖
一
、
七
四
M
　
　
　

巾
一
r
i
f
i
M

ぶ
旧
た
心

I
L
ル
眺

六
四
八
、
な
M
　
　

巾
一
一
、
五
M

一
瓢
、
八
（
〕
M

巾
汽
五
M
一
一
呂
M
　

巾
1
1
”
！
＾
＾
M

一
心
一
、
呂
M
　
　
　
山
『
0
M

一
8
八
八
一
M
　
　
　

雨
ぷ
ー
j
M

一
、
混
一
、
六
六
M
　
　
　
　

巾
一
一
、
五
M

事
架
晟

　
　
　
　
　
七
、
混
三
、
〔
〕
目
円

国
庫
補
助
五
、
一
8
一
、
一
目
円

　
　
一
一
、
七
一
8
円

一
一
（
〕
、
（
〕
呂
円

　
　
　
昆
六
、
〔
）
回
国
市
補
助
一
変
、
ご
呂
円

　
舌
〔
〕
、
〔
〕
（
〕
〔
〕
円
″

ｔ
八
〔
）
、
〔
）
回
国

　
　
一
百
、
（
〕
〔
）
〔
〕
円

が
六
〔
）
、
呂
（
〕
円

　
四
一
八
、
呂
〔
）
国

が
一
六
七
、
一
回
〕
国

　
三
回
、
〔
〕
回
国

が
一
言
、
〔
〕
回
国

　
　
　
一
元
一
〔
）
、
（
〕
回
国

県
補
助
な
五
、
回
o
a

事
栗
費

事
業
主
体

日
本
赤
十
字
計
」

　

福
井
県
支
部

　
　

大
野
地
R
」
の

　
　

機
構
組
織
な
る

日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
部
大
野
地
区

の
役
員
及
職
員
は
た
の
通
り
委
嘱
さ
れ

た
。
日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
鄙
大
野
市
地

区
組
織
役
職
員

地
区
長
大
野
市
長
斎
藤
重
雄

副
地
区
長
大
野
市
助
役
池
田
重
親

参
与
下
庄
支
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
治
郎
E
一
衛

乾
側
支
所
長
飯
田
房
吉

小
山
支
所
長
畑
中
吉
平

上
庄
支
所
長
加
藤
正
信

富
田
支
所
長
松
田
庄
一

阪
谷
支
所
長
藤
堂
作
衛

五
箇
支
所
長
山
川
美
代
治

　
　
　
　
　

市
翌
繭
長
松
田
実
夫

　
　
　
　
　

夕
副
議
長
井
部
一
敏

　
　
　
　
　

市
区
長
会
長
笹
島
竜
人

市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
7
～

　

市
民
生
委
員
連
合
会
長
堀
正

　
　
　
　
　

市
婦
人
会
長
堀
福
子

幹
事
市
総
務
謨
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
精
一
郎

　
　
　
　

市
民
生
誤
長
増
永
慶
三
郎

　

収
入
委
員
市
収
入
役
松
田
利
吉

事
務
委
員
民
生
謀
民
生
係
匹

蔭
旭

明
け
ま
し
て
御

目
出
度
う
御
座

居
ま
す
。

本
年
は
十
二
支

の
八
番
目
に
当

る
未
（
羊
）
年

を
迎
え
愈
必

和
な
草
葉
か
常

食
と
す
る
耐
乏
生
活
を
す
る
羊
に
の
り

か
え
る
年
で
す
。
縁
起
を
か
っ
ぐ
わ
け

で
は
無
い
が
今
年
の
生
活
は
先
づ
耐
乏

の
年
と
も
云
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
様
な
考
え
方
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
羊
の
性
格
に
ち
な
ん
で
市
長

を
中
心
と
し
四
万
五
千
の
市
民
が
温
和

な
気
持
で
大
野
市
を
明
る
く
し
伸
よ

く
群
遊
す
る
羊
の
如
く
平
和
な
年
で
あ

ら
し
め
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
前
・
≪
（

よ
り
市
民
の
皆
様
に
御
約
束
申
し
ま
し

た
市
報
の
発
行
日
も
兪
W
八
本
号
よ
り
月

の
上
旬
発
行
が
出
来
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
行
事
予
定
及
御
知
ら
せ
等
モ
の

月
の
事
前
に
出
来
得
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
方
の
っ
と
め
て
広
く
御
利
用

下
さ
い
ま
す
事
を
期
待
し
て
居
り
ま
す

。
編
集
モ
の
他
色
L
″
と
不
備
の
点
m

摘
下
さ
い
ま
し
て
皆
様
方
の
御
叱
正
に

よ
り
漸
次
改
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

居
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い

致
し
ま
す
編
集
子
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